
二
〇
二
四
・〇
七
・二
二
号 

№
一
五
〇
号 

さ
い
せ
き
・

▽
パ
リ
二
〇
二
四
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
２６
日 

か
ら
８
月
11
日
ま
で
の
17
日
間
で
32
競
技
そ
し

て
、
三
二
九
種
目
が
開
催
さ
れ
る
。
パ
リ
中
心
部
を

流
れ
る
セ
ー
ヌ
川
で
行
わ
れ
各
国
・
地
域
の
選
手
団

は
船
で
川
を
航
行
し
て
入
場
し
、
ト
ロ
カ
デ
ロ
広
場

で
開
会
式
が
行
わ
れ
る
そ
う
で
あ
る
。
セ
ー
ヌ
川
も

昔
は
、
汚
れ
た
川
で
有
っ
た
が
、
こ
の
機
会
に
清
掃

整
備
を
行
い
世
界
的
祭
典
に
合
わ
せ
て
フ
ラ
ン
ス

人
の
心
意
気
を
見
せ
た
様
で
あ
る
。
世
界
的
紛
争
が

続
い
て
い
る
中
で
無
事
に
平
和
の
祭
典
が
進
め
ら

れ
る
事
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
脳
天
気

に
口
を
開
け
て
見
て
も
居
ら
れ
な
い
。
罪
も
な
い

人
々
が
幼
子
を
含
め
て
戦
争
の
犠
牲
に
今
も
増
加

し
て
い
る
事
に
心
が
痛
む
。
▽
し
か
し
、
近
頃
は
北

海
道
選
出
の
国
会
議
員
の
先
生
方
が
話
題
を
提
供

し
て
く
れ
て
い
る
。
パ
ワ
ハ
ラ
、
違
法
な
寄
付
金
と

し
て
の
香
典
な
ど
。「
だ
か
ら
な
ん
だ
の
さ
」
と
言
え

ば
馬
鹿
か
。
考
え
改
め
ろ
と
お
叱
り
を
受
け
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
何
か
世
の
中
の
視
点
が
少
し
ず
つ
ズ

レ
て
い
る
気
が
す
る
。
頼
ん
だ
ん
で
し
ょ
。
貰
っ
た

ん
で
し
ょ
。
解
っ
て
。
も
う
少
し
大
き
く
歯
車
を
動

か
さ
ね
ば
、
気
付
い
た
時
に
は
、
ニ
ュ
ー
ス
の
言
い

な
り
に
物
事
を
一
方
的
に
聞
い
て
一
方
を
悪
く
し

て
高
み
の
見
物
に
成
っ
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
る
。

い
つ
我
々
に
そ
の
一
方
が
降
っ
て
来
る
か
解
ら
な

い
世
の
中
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。 

   
 

  
 

 
 

        

日
砕
協
本
部 

前
回
の
さ
い
せ
き
函
館
に
於
い
て
現
在
の
日
砕
協 

の
会
費
の
在
り
方
に
つ
い
て
述
べ
さ
せ
て
頂
き
ま 

し
た
。
北
海
道
地
方
本
部
と
し
て
は
、
今
後
の 

会
費
の
在
り
方
に
つ
い
て
も
独
自
に
皆
様
方
か
ら 

ア
ン
ケ
ー
ト
を
支
部
で
取
り
ま
と
め
さ
せ
て
頂
い 

た
と
こ
ろ
で
す
。 

 

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

日
砕
協
の
会
費
検
討
委
員
会
で
は
、
次
期
理
事
会

に
提
案
す
べ
く
、
様
々
な
対
応
を
し
て
お
り
ま
す 

と
同
時
に
本
部
の
今
後
の
在
り
方
と
し
て 

「
充
実
性
の
あ
る
組
織
づ
く
り
」
を
基
本
に 

事
務
局
体
制
の
強
化
と
組
織
づ
く
り
を
す
る
事
も 

検
討
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
様
な
点
を
含
め
て
ア

ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
し
て
頂
き
ま
し
た
。 

今
後
の
日
程
に
つ
い
て 

 

会
費
検
討
委
員
会 

７
月
30
日
㈫ 

 

第
５
回
会
費
検
討
委
員
会 

東
京
都
五
反
田 

砕
石
フ
ォ
ー
ラ
ム 

1
0

月2
2

日 

 

東
京
都 

き
ゅ
う
り
あ
ん 

 
       北

海
道
地
方
本
部
及
び
函
館
支
部 

支
部
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
左
記
の
内
容
で
函
館
支
部

と
し
て
提
出
し
た
全
道
支
部
の
結
果
集
計 

①
日
砕
協
へ
の
会
費
直
接
納
入
に
つ
い
て 

・
全
道
支
部
は
、
反
対
。 

②
①
に
対
す
る
理
由 

・
各
会
員
の
本
部
加
入
意
識
の
希
薄
化
か
ら
脱
退

す
る
可
能
性
が
懸
念
さ
れ
る
事
と
支
部
・
地
方

本
部
の
在
り
方
に
各
会
員
重
き
を
置
い
て
い
る 

③
算
定
方
法 

・
現
状
維
持
を
継
続
は
、
５
支
部 

・
ラ
ン
ク
制
は
、
２
支
部 

④
そ
の
他
の
意
見 

・
目
的
よ
り
会
費
徴
収
有
き
で
理
解
で
き
な
い
。 

・
会
員
と
非
会
員
の
在
り
方
を
見
直
す
べ
き 

・
支
部
・
地
方
本
部
と
日
砕
協
の
立
位
置
の
再
考 

・
日
砕
協
の
事
務
局
の
ス
リ
ム
化 

・
そ
の
他 

 

以
上
が
大
ま
か
な
結
果
で
し
た
。 

こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え
て
日
砕
協
会
費
検
討

委
員
会
で
北
海
道
全
支
部
の
意
見
と
し
て
提
案

し
て
参
り
ま
す
。 

 北
海
道
地
方
本
部
・
連
合
会
の
今
後
の
予
定 

・
9
月
12
日 

砕
石
技
術
研
究
会 

 

札
幌
東
急
Ｒ
Ｅ
Ⅰ
ホ
テ
ル 

・
10
月
中
旬
日 

連
合
会
『
情
報
交
換
会
』 

・
令
和
７
年
２
月

19
日
～
20
日 

 

場
所 

札
幌
市 

か
で
る
2.7 

 

掘
削
作
業
主
任
者
技
能
講
習
会 

・
採
石
業
務
管
理
再
講
習 

 

三
月
下
旬 

旭
川
市 

地
方
本
部
夏
季
休
暇 

 

 

８
月

10
日
（
土
）
～
18
日(

日) 

 

北
海
道
経
済
産
業
局
か
ら
の
お
知
ら
せ 

・
令
和
６
年
度
採
石
災
害
防
止
技
術
指
導
の
ご
案

内
で
す
。
毎
年
９
月
か
ら
11
月
頃
に
か
け
採
石
業

界
の
採
石
技
術
並
び
に
災
害
防
止
技
術
の
向
上
を

図
り
採
石
業
の
健
全
な
発
展
を
目
的
に
地
方
本
部

協
力
の
も
と
実
施
し
ま
す
。
ご
希
望
の
会
員
が
お

ら
れ
ま
し
た
ら
函
館
支
部
に
連
絡
く
だ
さ
い
。 

本
指
導
は
、
立
ち
入
り
検
査
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

経
済
産
業
局
よ
り
委
嘱
さ
れ
た
指
導
員
の
も
と
行

わ
れ
ま
す
。
現
地
で
の
指
導
に
要
す
る
時
間
は
、

二
時
間
程
度
で
す
。 

 
 

            

道
南
地
区
砕
石
協
同
組
合
・
協
会 

① 

地
方
本
部
事
務
局
長
会
議 

吉
田
出
席 

 

７
月
17
日(

水) 

道
本
部
会
議
室
実
施 

・
日
砕
協
会
費
検
討
委
員
会
の
意
見
交
換 

・
日
砕
協
地
方
本
部
事
務
局
長
会
議
報
告 

・
今
年
度
の
予
定 

会
費
検
討
委
員
会
の
説
明
員
と
し
て
事
務
局
長 

会
議
に
平
沼
も
出
席
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
他 

・
今
年
は
、
既
に
道
内
で
も
30
度
超
え
の
気
温
が

出
て
お
り
ま
す
。
各
職
場
に
於
い
て
は
熱
中
症
に

十
分
に
注
意
し
て
こ
ま
め
に
水
分
補
給
を
心
掛
け

た
作
業
体
制
を
取
っ
て
行
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

ま
た
、
エ
ア
コ
ン
の
効
い
た
重
機
か
ら
外
に 

出
る
際
の
寒
暖
差
の
体
調
管
理
も
十
分
に
注
意
さ

せ
ま
し
ょ
う
。
更
に
、
局
地
的
な
急
激
な
雷
雨
も 

発
生
し
て
お
り
ま
す
。
気
象
情
報
は
、
コ
マ
目
に 

情
報
を
取
り
、
切
羽
の
安
全
管
理
・
プ
ラ
ン
ト
内

の
清
掃
整
理
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。 

 
 函

館
支
部 

夏
季
休
暇
に
つ
い
て 

８
月
10
日
（
土
）
～
18
日(

日) 

 


